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2008-09年度

国際ロータリー会長

李 東建

　ロータリーの奉仕の最たる特質は、一 当てていただきたいのです。

貫して、やるべきことは成し遂げるとい 　健康を享受する機会は、すべての子供

うロータリアンの固い志に表れています。 に与えられて当然のものです。しかしな

私たちは日々、何千、何万という地域社 がら、毎日、避けられるはずの原因で命

会の中で、周囲を見回し、どこで、どの を落とす５歳未満の子供の数が３万人を

ような形で人々を助けるのがベストかに 超えているのが現状です。この数字を初

思いを巡らせています。 めて知ったとき、私は、そんな馬鹿な、

　私たちが行う支援活動はさまざまな状 何かの間違いに違いないと思ったもので

況に対応するものであり、その方法もま す。しかし、その数字に誤りはありませ

た多種多様です。クラブのレベルでは、 んでした。

学校に本を寄贈したり、身体障害者の世 　悲しいかな、世界では毎日のように、

話をしたり、職業プログラムでボランテ 肺炎やはしか、マラリアといった治療可

ィアをするなどの活動があります。クラ 能な病気で死んでいく子供たちが後を絶

ブ同士が協力し合えば、単一クラブでは たないのです。最も基本的な資源である

実現できないようなプロジェクトも可能 きれいな水が手に入らないために死いく

になります。 人々も一日に何千人といます。

さらには、ロータリー財団の支援の下に、 栄養失調や貧困も、ほかの要因と絡み合

世界中の全クラブが一体となったとき、 って、多くの人々の命を奪う主な原因と

最も遠大かつ重要な目標である「世界か なっています。

らのポリオの撲滅」に渾身の力で取り組 　今後１年間の私の希望は、子供の死亡

むことさえ可能になりました。 率の低下をクラブと地区の奉仕プロジェ

　奉仕プロジェクトを選ぶにあたって、 クトの主要目標にしていただくことです。

私たちは最大の成果が期待でき、後々ま 　この思いから、私は2008-09年度の

で恩恵が残されるものを実施するよう最 RIテーマを「夢をかたちに」としました。

善を尽くします。しかし、素晴らしい世 食糧と水、保健と就学、充実した人生を

界を後世に残すためには、まず、最も若 送り、寿命をまっとうすること……、

い世代に焦点を当てなければなりません。 これは（今現在）多くの子供たちにとっ

ですから、2008-09年度、私は世界中 て見果てぬ夢に過ぎません。2008-09

のロータリアンの皆さんに地域社会の最 度、このような子供たちとその家族のた

も大切な資源である「子供たち」に光を めに、どうか「夢をかたちに」してくだ



さるようお願いいたします。そして、幸 　この３つの強調事項を、私もまた引き

せと健康に恵まれた平和な世界を築くと 継いでいく所存です。その中で、私がロ

いうロータリーの夢に向かって、私とと ータリー家族全員にお願い申し上げるの

もに歩み、活動してください。 は、今ロータリー年度、子供たちの生活

　子供の死亡のほとんどは開発途上国で をより良くするプロジェクトに焦点を当

起きているため、ここに私たちは力を注 てるよう特別に努力していただくことで

がなければなりません。一方、それぞれ す。

のロータリークラブも地元地域の子供た 目標を達成するにあたり、３つの強調事

ちの安全と健康に寄与することで、責任 項のそれぞれの分野は、相互に密接につ

を果たすことができます。最も豊かな国 ながっています。水系感染の疾病で死亡

においてさえ、医療サービスを受けるこ する子供の数は１日あたり6,000人です。

とのできない子供たちがいます。火災警 安全な水があれば、この数字を直ちに、

報器、自転車用ヘルメット、子供用安全 しかも劇的に減らすことができるのです。

シートといった、ごく単純な器具がない 栄養が十分であれば、子供は健全な発育

ために、毎日、子供が死んでいるのです。 を遂げ、病気への抵抗力も増します。そ

そして、世界のあらゆる場所で、子供た して、読み書きの能力を備えた子供は、

ちはいまだポリオの脅威にさらされてお 将来、自らが家庭を築くようになったと

り、私たちが約束どおりポリオのない世 き、豊かな環境の中で健全な育児を営む

界を築くまで、その脅威から免れること ことができる確率が高まるでしょう。

はありません。 　ロータリーは、まさに地球規模のボラ

　私も人の親であればこそ、わが子や孫 ンティアたちのネットワークです。です

たちの存在がいかに大切なものであるか から、世界中のクラブが協力し合い、私

が理解できます。私たちは子供をかわい たちがもてる技能と資材のすべてを結集

がり、育て、全力をもって彼らの身を守 させるなら、絶妙なタイミングで、ここ

ろうとします。ロータリアンである私た ぞという場所に、これぞという援助を提

ちは、さらに、地元地域のみならず、世 供することができるのです。私たちが一

界中の子供たちをかわいがり、育て、守 丸となったとき、子供の死亡率を低下さ

り抜く責任があると私は信じております。 せるという果敢な目標さえ取り組みが可

　ここ数年の間、RI会長は、同じ奉仕の 能になります。これが類いまれな私たち

強調事項を引き継いで掲げ、毎年、保健 の組織の資質です。私たちがあらん限り

と飢餓追放、水、識字率向上を主眼とす のリソースを生かし、各クラブとロータ

るプロジェクトに力を注いできました。 リー財団のリソースをも駆使するなら、

この決定にはしかるべき理由があります。 真の意味で変化をもたらし、世界の子供

これらの強調事項は、ロータリーのリソ たちのために「夢をかたちに」すること

ースを最大限に生かして、目に見える進 ができるでしょう。

歩が期待できる分野だからです。また、

莫大なニーズをはらむこれらの分野でロ

ータリアンが発揮できる力も十分にあり 李 東建

ます。 2008-09年度国際ロータリー会長



国際ロータリー第2580地区

ガバナー 浅 川　皓 司

　本日ここに国際ロータリー第２５８０地区2007～08年度沖縄分区のPETSならびに

地区協議会が、多数のロータリアンのご参加を得て開催される事になりました。

　今年もアメリカのサンディエゴにおいて、去る１月1３日から１月20日まで、ガバナ

ーエレクトの研修会であります国際協議会が開催され、櫻井権司ガバナーエレクトが出

席されました。

　国際協議会は、ＲＩ役員、指導者をはじめ世界中から５３０余名のエレクトと同数の

配偶者など多数の参加者を得て開催されます。

ROTARY　SHARES　　ロータリーは分かちあいの心

をテーマに掲げられた今年度のウィルフリッド・ウィルキンソンＲＩ会長の後を継がれ、

韓国からはじめてRI会長に就任される　D.K.LEE　RI会長エレクト から、次年度のＲＩ

テーマ　

MAKE　DREAMS　REAL　 夢をかたちに　

が発表されました。

　このテーマならびに協議会での会議の内容については、この後、櫻井権司ガバナーエ

レクトから詳細にご説明があると存じます。

　本日のこのPETSならびに地区協議会は、次年度を迎えるための、地区内各クラブの

次年度　会長・幹事・委員長などクラブの指導者養成を目的にした重要なプログラムで

あります。夫々のお立場で、最新の情報を得られ、多くの事を学んでいただきたいと存

じます。

　櫻井権司ガバナー年度が実り多い年でありますように、あわせて本日ご出席の皆様の

ご活躍とご健勝、ならびに皆様のクラブの益々のご発展を心から祈念申し上げます。

　最後に、本協議会のホストを担当された宜野湾ロータリークラブの皆様のご尽力に、

深甚なる敬意と感謝の意を表してご挨拶とさせていただきます。　　

ご 挨 拶



国際ロータリー第2580地区

ガバナーエレクト 櫻 井　権 司

実と感じました。

があると考えます。

して頂かなければ、活力あるクラブ、強いては魅力あるクラブは生まれません。

らしい一年になるようご祈念申し上げます。

頂き感謝申し上げます。

この様な中で、地区では唯一ＲＩ役員であり、地区のリーダーとしての役割を果た

トの強調事項並びにテーマ「Make Dreams Real」“夢をかたちに“ が発表され

ました。又、国際ロータリーの最新情報を基に討論を重ねた一週間であり、強い衝撃

を受けました。この会議で国際ロータリーの現況、進む方向が見えたような気がいた

（沖縄ＰＥＴＳ　地区協議会）ご挨拶

本年１月、サンディエゴで開催されました国際協議会で 、D.K.Lee ＲＩ会長エレク

します。しかしながら、日本の多くのロータリアンが考えている方向性との違いがあ

ることも事実であり、そして又、国際ロータリーに向かう姿勢が消極的である事も事

湾ロータリークラブの皆様には、多大な時間を掛け、周到な準備をされ、運営をして

沖縄分区では、会長エレクト研修セミナー並びに地区協議会を同時開催といたしま

した事は、出席者の皆様には満足行かないところがあろうかと思いますが、次年度ク

ラブの目標設定の一助となり、参加者全員の意欲が喚起され、2008～09年度が素晴

最後になりましたが、このセミナー並びに地区協議会のホストをお勤め頂いた宜野

す為には、地区内3,500名のロータリアンと共に正面からロータリーに取り組む必要

次年度地区目標の第一に「活力あるクラブを目指して」を掲げ、地区組織全力を上

げて71クラブを支援することを決意し、その為地区組織を変更いたしました。ロータ

リーの主体はクラブにあり、クラブの会長及び指導者が自ら強い自覚と指導力を発揮



ホストクラブ

宜野湾ロ－タリ－クラブ

会　長 白 間　弘 造

　２００７～２００８度 国際ロ－タリ－第2580地区沖縄分区クラブ会長エレクト研

修セミナ－並びに地区協議会へご参加の皆さん、ホストクラブ 宜野湾ロ－タリ－クラ

ブを代表致しまして歓迎のご挨拶を申し上げます。

　在京クラブより浅川ガバナ－、櫻井ガバナ－エレクト、歴代パストガバナ－をはじ

め、役員の皆様のご列席を賜り、また、沖縄分区から各クラブの会長、幹事エレクト

の皆さん、総勢１００余名のご参加を頂き、勉強会を開催することが出来ますことを、

心から感謝申し上げます。

　国際ロ－タリ－第２５８０地区沖縄分区クラブ会長研修セミナ－並びに地区協議会

のホストクラブの指名を頂き、実行委員長に宮城富夫会員、副実行委員長に泉惠得会

員を中心に会員全員で取り組んで参りました。

　次年度の櫻井ガバナ－は、新しい時代の新しいロ－タリ－クラブの在り方を真剣に

取り組んでおられ、地区テ－マに『おかげさまの心で夢をかたちに』を提唱されまし

た。

　本日お集まりの皆さんは、これから行なわれます研修セミナ－や、部門別協議会、

そしてオ－プンフォ－ラム等をしっかり勉強して頂き、次年度櫻井ガバナ－の年度が、

素晴らしいロ－タリ－年度になりますよう、心から祈念申し上げます。

　最後に勉強会の後にささやかな懇親会を準備致しておりますので、最後まで、ご参

加下さいますようお願い申し上げ、歓迎のご挨拶と致します。

歓迎のご挨拶



2007-08年度 国際ロータリー 第2580地区
(沖縄分区)クラブ会長エレクト研修セミナー並びに地区協議会

２００８年４月２日（水）

登録

＜本会議（第1部）＞ 司会進行；ｱﾗﾙｺﾝ朝子、吉田 明正

開会   点鐘 ガバナー 浅川 皓司

国歌並びにﾛｰﾀﾘｰｿﾝｸﾞ「奉仕の理想」斉唱 ソングリーダー 新垣 真由美

歓迎の言葉 ホストクラブ会長 白間 弘造

来賓役員紹介 ガバナー 浅川 皓司

ガバナー挨拶 ガバナー 浅川 皓司

国際協議会報告

所信表明並びに次年度地区基本方針 ガバナーエレクト 櫻井 権司

昼　　食

＜本会議（第2部）＞

研修セミナー 講師 戸田 一誠ＰＧ 研修委員長

～～～　会場移動　～～～

＜部門別協議会＞

1 会長・幹事部門

2 ロータリー基金推進室部門

（ロータリー財団・米山奨学委員会・バギオ基金）

3 クラブ指導者部門

（クラブ奉仕･職業奉仕･社会奉仕･国際奉仕･ロータリー情報）

～～～　会場移動／コーヒーブレイク　～～～

＜　リラックス体操　＞

＜本会議（第3部）＞

オープンフォーラム 会議誘導役 櫻井ＧＥ

アドバイザー 浅川Ｇ、戸田ＰＧ、古宮ＰＧ、小澤ＰＧ、坂下事務局長

ｶﾞﾊﾞﾅｰｴﾚｸﾄ挨拶 ガバナーエレクト 櫻井 権司

次回沖縄PETS地区協議会ホストクラブ発表 ガバナー 浅川 皓司

次回沖縄PETS地区協議会ホストクラブ会長挨拶

名護RC会長ｴﾚｸﾄ 吉川 清剛

閉会のことば 地区協議会実行委員長 宮城 富夫

閉会　　点鐘 ガバナー 浅川 皓司

～～～　会場移動　～～～

＜懇親会＞

司会進行；高江洲 静江、吉田 明正

開会のことば 次年度沖縄分区Ｇ補佐 名幸 俊海

挨拶 ガバナーエレクト 櫻井 権司

乾杯の音頭 沖縄分区ガバナー補佐 岸本 幸博

～～～　手に手　つないで　～～～ ソングリーダー 新垣 真由美

閉会のことば ホストクラブ会長エレクト 儀間 良仁19:00

17:45

ＰＥＴＳ・地区協議会プログラム

14:45

9:30

10:00

10:20

12:00

13:00

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

16:15

16:30

アトラクション

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
18:00

17:30

14:30



来　賓

 パストガバナー 戸田 一誠 東京練馬西

 パストガバナー 古宮 誠一 東京東

 パストガバナー 小澤 秀瑛 東京青梅

2007-08年度地区役員

 ガバナー 浅川 皓司 東京王子

 ガバナーエレクト 櫻井 権司 東京武蔵野

ガバナーノミニー 多田　宏 東京神田

地区幹事 小川 明治 東京王子

地区拡大増強副委員長 岩尾　碩 東京青梅

2008-09年度地区役員

 次年度地区幹事 鈴木 照夫 東京武蔵野

次年度地区副幹事 豊田 正司 東京あすか

次年度地区環境保全委員長 横山 義文 東京北

2007-08年度沖縄分区役員

ガバナー補佐 岸本 幸博 那覇

2008-09年度沖縄分区役員

次年度ガバナー補佐 名幸 俊海 那覇西

次年度分区幹事 新里 順一 那覇西

その他

【東京】地区協議会ホストクラブ 加藤 光孝 東京練馬西

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

渡部 恭伸 東京練馬西

坂下 博康 東京北

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

※ 会 長 ・ 幹 事 部 門 リ ー ダ ー

※クラブ指導者部門リーダー

※ロータリー基金推進室部門
リーダー

※ 会 長 ・ 幹 事 部 門 リ ー ダ ー

※ 会 長 ・ 幹 事 部 門 リ ー ダ ー

※クラブ指導者部門リーダー

直 前 地 区 幹 事

現／次年度地区研修副委
員長

(財)ロータリー米山記念
奨学会事務局長

※クラブ指導者部門リーダー

地区協議会ご招待者

※ロータリー基金推進室部門
リーダー

現 ／ 次 年 度 地 区 研 修 委 員 長

次年度ロータリー基金推進室長

地 区 拡 大 増 強 委 員 長

※クラブ指導者部門リーダー

※ 会 長 ・ 幹 事 部 門 リ ー ダ ー



部　門　名 会　場 リーダー

会長・幹事部門

・会　長 小宴会場 小澤秀瑛ＰＧ 仲吉 サダ子

・幹　事 「平安の間」 櫻井権司ＧＥ

鈴木照夫次年度地区幹事

岩尾 碩 元地区幹事

ロ－タリ－基金推進室部門

・ロータリー財団 中宴会場   古宮誠一ＰＧ 新垣 義夫

・米山奨学委員会 「明海の間」 坂下博康

・バギオ基金 米山奨学会事務局長

クラブ指導者部門

・クラブ奉仕 大宴会場 戸田一誠ＰＧ 糸数 盛夫

・職業奉仕 「羽衣の間」 浅川皓司Ｇ

・社会奉仕 小川明治地区幹事

・国際奉仕 渡部恭伸元地区幹事

・ロータリー情報

その他会場

本会議場 大宴会場「羽衣の間」（東）

懇親会会場 大宴会場「羽衣の間」（中）

サブリ－ダー

(記録係）

（２階）

部門別協議会　リーダーサブリーダー及び会場

（２階）

（２階）

（西）



部　門　名 出　　席　　者　　名

会長・幹事部門

・会　長 湧川 昌秀(那覇) 米盛 博和(石垣) 芝田 祐正(コザ)

豊村 良春(那覇西) 下地 信輔(宮古島) 儀間 良仁(宜野湾)

長元 朝顕(那覇東) 川畑 保夫(浦添) 吉川 清剛(名護)

上原 信行(那覇南) 武藤 伸吾(久米島)

・幹　事 坂井 博(那覇) 池城 貞光(石垣) 前原 雅司(コザ)

国場 幸明(那覇西) 根路銘康文(宮古島) 吉田 明正(宜野湾)

高嶺 正人(那覇東) 森山 勝也(浦添) 大城 牧子(名護)

友利 敏子(那覇南)

ロ－タリ－基金推進室部門

・ロータリー財団 宮城 和博(那覇) 島袋 良夫(コザ) 糸洲 昇(那覇西)

酒井 常信(宜野湾) 福山 俊行(那覇東) 吉田 勉(名護)

平良 愼政(那覇南)

・米山奨学委員会 小杉 忠誠(那覇) 上原 洋一(那覇西) 天願 勇(宜野湾)

・バギオ基金 宮平 良哲(那覇東) 作田 和隆(名護) 金城 盛徳(那覇南)

クラブ指導者部門

・クラブ奉仕 山田 親夫(那覇) 仁開 一夫(石垣) 大原 博(那覇西)

松原 徹夫(宮古島) 永山 雄一(宜野湾) 緑間 禎(那覇東)

長嶺 文雄(浦添) 仲宗根 保(名護) 稲垣 純一(那覇南)

・職業奉仕 亀川 栄一(那覇) 徳門 真三(コザ) 宮里 政一(那覇西)

白間 弘造(宜野湾) 西村 眞一(那覇東) 照屋 安正(浦添)

井上 正(名護） 與那嶺茂光(那覇南)

・社会奉仕 安里 政芳(那覇) 町田 宗俊(コザ) 末安 大孝(那覇西)

新垣真由美(宜野湾) 糸満 盛恭(那覇東) 新垣 光夫(名護)

新垣 勲(那覇南)       

・国際奉仕 与座 嘉博(那覇） 奥間一男(コザ) 仲本 栄章(那覇西)

柏田 吉美(宜野湾) 玉城 哲(那覇東) 高橋 誠一(浦添)

吉田 勉(名護) 崎濱 盛喜(那覇南)

・ロータリー情報 岸本 幸博(那覇) 當山 啓介(コザ) 高田 和泰(那覇西)

宮城 富夫(宜野湾) 外間 晃(那覇東) 藤田 孝一(浦添)

宮城 勝(名護) 大城 眞徳(那覇南)

部門別協議会出席者



（沖縄）2008.4.02

国際ロータリー第2580地区

ガバナーエレクト 櫻 井　権 司

　クラブの活性化並びに魅力あるクラブ作りに重点を置いた地区運営を行います。その

為に地区組織を変更いたしました。

　会員一人一人が職業奉仕の目指すものを充分理解しその上で、地域或いは国際的な奉

仕活動をすることにより自らの人間性が高まると考えます。

　その結果、ロータリークラブに魅力を感じるものであり、その様なメンバーが集まっ

て活力があり、魅力あるクラブとなり自然と入会希望者が出てくるものと思います。

　ロータリーのポリオ撲滅は第2580地区の東京麹町ロータリークラブの亡き山田　彝

様・峰　英二様の奉仕活動から世界に発信されました。ポリオ完全撲滅も山田・峰様の

想いを成し遂げるにも第2580地区より終結といたしたく考えます。

　地球温暖化をくい止めるには、文明を謳歌している人々の責任があります。クラブで

行われている活動を積極的に支援したいと考えます。

　ロータリークラブを正しく理解してもらう為に、クラブの行われている広報活動と並

行して地区レベルでも積極的な広報活動を行います。

目標　１．「活力あるクラブを目指して」

２．ＲＩ提案の「ビルゲイツ・メリンダ財団チャレンジグラント」への協力

３．地球温暖化は人類の危機、環境保全活動の協力推進

４．地区活動の広報を充実

ＲＩテーマ　　「夢をかたちに」「Make Dreams Real」

と発表されました。

　これは強調事項を実践して、奉仕を受ける人々（幼児）の夢を実現させてあげようと

言うことです。

　ロータリーには原理原則があり、それは職業奉仕と考えます。

　私は職業奉仕を一言で言えば「おかげさまの心」と、考えております。職業奉仕と奉

仕活動とが一体となって初めてロータリー活動となります。

地区テーマ　　　「おかげさまの心で夢をかたちに」

2008-09年度　地区目標       　　　　　



本会議場懇親会場ｸﾗﾌﾞ指導者部門

会長幹事部門ﾛｰﾀﾘｰ基金推進室部門
控え室
救護室

交流カフェ

2007-08年度国際ロータリー第2580地区
沖縄分区クラブ会長エレクト研修セミナー並びに地区協議会

２００８／

４／２(水)

W.C

登録受付

正面玄関へ

＜スケジュール＞
9;30～10:00 登録

10:00～12:00 本会議(第１部)
ー 食事 ー

13:00～14:30 本会議(第２部)
14:45～16:15 部門別協議会
16:30～17:45 本会議(第３部)
18:00～19:00 懇親会

羽衣の

東中西

明海の間
平安の間

＜２Ｆフロア＞



２００８年４月２日（水）

ホストクラブ会長 白間 弘造

実行委員長 宮城 富夫 副委員長 泉　惠得

総務 ◎ 泉　惠得 〇 根路銘 安俊 総合企画、実施総括

儀間 良仁 吉満 光徳 宮城 富夫 地区、分区、各クラブとの連絡

平安座 唯盛 プログラムの決定、作成

参加者への案内、出席確認

その他関連事項

財務 ◎ 柏田 吉美 〇 内間　正 収支確認

砂川 隆二 決算書作成

登録 ◎ 大坪 慎治 〇 宮里 澄子 参加者カード作成

小橋川 真子 参加者名簿作成

受付、出席記録

その他関連事項

会場 ◎ 比嘉 行健 〇 東門 一雄 会場の設営一切

設営 永山 雄一 多賀 良則 岸本 和直 食事、その他の手配

具志堅 一郎 会場監督

参加者の案内

その他関連事項

進行 ◎ ｱﾗﾙｺﾝ朝子 〇 高江洲 静江 司会、進行

吉田 明正 天願　勇 各部との連絡調整

記録・ ◎ 高橋 清一郎 〇 仲松 照夫 記録、撮影

報告書 ☆ 新垣 義夫 ☆ 糸数 盛夫 ☆ 仲吉 サダ子 報告書作成

宮城 富夫 伊達 隆英 その他関連事項

◎ 泉　惠得 〇 新垣 真由美 合唱の指揮

接待 ◎ 酒井 常信 〇 比嘉 盛吉 来賓、招待者の送迎接待

仲本 朝英 山城 源治 その他関連事項

救護 ◎ 砂川 隆二 〇 比嘉 盛吉 急患の対応

天願　勇 許田 英子

◎ 部会長 〇 副部会長 ☆ 部門別協議会記録係

ＰＥＴＳ・地区協議会実行委員会組織

担当分掌

ｿﾝｸﾞﾘｰ
ﾀﾞｰ

担当部会 担当部員



ＰＥＴＳ・協議会、、、メモ



ＰＥＴＳ・協議会、、、メモ



ＰＥＴＳ・協議会、、、メモ



ＰＥＴＳ・協議会、、、メモ



所属クラブ

お名前

２ ０ ０ ８ － ０ ９ 年 度

国 際 ロ ー タ リ ー 会 長 テ ー マ


